
Ｐ１ 

○ 基礎学力（国立教育政策研究所教育課程研究センター：平成１３年度教育 

課程実施状況調査 （小学校・中学校） ペーパーテスト調査集計結果） 

○ 学力についての意識や実態の調査 

○ 義務教育施設の計画的整備 

○ 小規模校、過大規模校の現状と検討を要する学校数 

○ 学校改築にかかる費用 

○ 教育をとりまく国等の動向（参考データ） 

○ その他基礎的なデータ 

 

Ｐ２ 

○ 小学校児童数の推移と学校数の推移 

○ 小学校１学級あたりの児童数と学級数の推移 

○ 中学校生徒数の推移と学校数の推移 

○ 中学校１学級あたりの生徒数と学級数の推移 

○ 体格・基礎体力 

○ 平成１４年度卒業の学区内公立中学校と私立中学校進学者の割合 

○ 市立小学校卒業者の進路状況の推移 

  

 

 

Ｐ３ 

○ 博物館利用状況 

○ 市内ホール一覧 

○ スポーツ施設平成１４年度利用状況 

○ 図書館の利用状況及び蔵書冊数（平成１１年度） 

 

Ｐ４ 

○  平成 15 年度予算 教育委員会施策体系図 
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教育委員会課題整理（基礎データ）

基礎学力
（国立教育政策研究所教育課程研究センター：

平成１３年度教育課程実施状況調査　（小学校

・中学校）　ペーパーテスト調査集計結果）

学年別に見た同一問題の通過比率

１．同一問題とは、前回調査時（平成５～６年度）と同じ問題をさす。

２．前回調査よりも通過率が低いものについて網掛けをした。

１．同一問題とは、前回調査時（平成6～7年度）と同じ問題をさす。

２．前回調査よりも通過率が低いものについて網掛けをした。

義務教育施設の計画的整備

学校新設　２校

改 築 予

定校

昭和
３０年代

に 建 築
さ れ た
校 舎 を
有 す る

学校

39 校

当面の改

築校
５校

第 2 次 耐

震診断実
施

23 校

耐震補強
工事実施

済
11 校

適
正
規
模
適
正
配
置

具体的な手法

A1適正規模校として
の単独改築

A2改築予定校同士

の統合改築

A3改築予定校と小規
模校との統合改築

B1 単 独 大 規 模 改 修
事業（長寿命化）

B2 小規模校を統合し
た大規模改修事業　
（長寿命化）

改築へ

大規模改

修事業へ

小規模校、過大規模校の現状と検討を要する学校数

（国庫補助　約５億）

文部科学省「教育の構造改革」（15年7月）
「画一と受身から自立と創造へ」の転換　
「個性」と「能力」の尊重　
「社会性」と「国際性」の涵養
「多様性」と「選択」の重視　
「公開」と「評価」の推進

総合規制改革会議第3次答申（15年12月）・・関連部分

アクションプラン12　
幼稚園・保育所の一元化　
株式会社・ＮＰＯ等による学校経営解禁

官製市場改革：
教育委員会制度の改革　
特区における教育委員会の権限委譲　
教育・福祉分野における経営主体への公的助成の均一化、
バウチャー

分野別各論：
コミュニティスクールの法制化　
学校の自己点検評価の促進　
加配教員制度の改善　
飛び入学制度の検討　等々

参考データ
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学力についての意識や実態の調査
（総合教育センター）

伸びていると思うもの（％）

足りないと思うもの（％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

全校種

やや低下 低下した 変らない やや向上 向上した

通過率 前回通過率

第５学年 81.7 81.6

第６学年 79 . 6 80.3
第５学年 75 . 8 78.8
第６学年 65 . 7 69.2

第５学年 68 . 2 71.8

第６学年 63 . 7 66.4
第５学年 71 . 1 71.8
第６学年 74.3 73.0

理科

区分（小学校）

国語

社会

算数

通過率 前回通過率

第１学年 73.5 72.7
第２学年 71.1 68.7
第３学年 70.1 67.5

第１学年 51 . 5 52.6
第２学年 48 . 4 49.9

第３学年 67 . 2 68.0
第１学年 62 . 9 68.6
第２学年 64 . 3 68.0
第３学年 62 . 3 63.6

第１学年 56 . 5 59.6
第２学年 56 . 8 59.0
第３学年 62.6 61.5

第１学年 59 . 3 63.0
第２学年 54.6 52.4
第３学年 51.1 48.3

算数

理科

英語

区分（中学校）

国語

社会

この5～6年間を考えて、子供の学力について感じること

（学力の推移）

項目 費用 備考

設計 約1,700万

建設初年度 約7億4,600万

建設２年度 約14億2,800万 1期外溝工事含む

2期外溝工事 約1億1,500万

計 約23億0,600万

小学校 114校　児童数：64,749人
学級数：2,276　保有教室：3,311
教員数：2,926  養護：123

中学校 51校　生徒数：24,566人
学級数：812　　保有教室：1,599
教員数：1,409　養護：51

市立高校 全日制　5校　生徒数：3,937人
学級数：105　保有教室：199 
教員数：270　養護：５ 助手：25

定時制 5校　生徒数：987人
学級数：46　保有教室：199
教員数：90　養護：4   助手：4

聾・養護学校 3校　児童生徒数：341人
学級数：95　保有教室：127 
教員数：205　養護：5　

市立幼稚園 2校　園児数：171人
学級数：6　保有教室：８　教員:24　養護：2 　

教委事務局及び教育施設
施設数：38
職員数：475（指導主事等を除く）
指導主事：16　充て指導主事：50

その他基礎的なデータ

学校改築にかかる費用
（直近の全面改築校である柿生小学校を例に。
工事期間：平成13年度～平成14年度）
生徒数　５２３人　学級数：19

敷地面積　校舎：6,828㎡　校庭等：7,377㎡（計：14,206㎡）

教育をとりまく国等の動向

＊ 検討を要する学校数：今後とも小規模の状態が継続、または今後過
大規模になる見込みの学校で、適正規模化が必要な学校数

H5
H15.5

月現在

検討を

要する

学校数

H5
H15.5

月現在

検討を

要する

学校数

小規模校 6 14 7 7 19 7

過大規模校 1 6 10 0 0 1

小学校 中学校

1



体格・基礎体力
体格が向上しているが、体力は低下の傾向

小学校児童数の推移と学校数の推移
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小学校１学級あたりの児童数と学級数の推移
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中学校生徒数の推移と学校数の推移
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中学校１学級あたりの生徒数と学級数の推移
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１１歳男女　体重の推移（ｋｇ）
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11歳男女　身長の推移　（ｃｍ）
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１１歳男子　５０ｍ走（秒）
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１１歳男子　握力（ｋｇ）
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平成１４年度卒業の学区内公立中学校と私立中学校進学者の割合
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市立小学校卒業者の進路状況の推移
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※昭和４８年以降の児童数、学級数は普通児童数、普通学級数です。

11歳男子　ソフトボール投げ（ｍ）
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有料 無料

ミュージアム 16,356 69,073 85,429

民家園 45,320 43,722 89,042

青少年科学館 13,818 31,371 45,189

岡本太郎美術館 36,802 37,923 74,725

大山街道ふるさと館 24,867 3,516 28,383

計 137,163 185,605 322,768

42.5% 57.5%

施設名 団体利用者数 個人利用者数
とどろきアリーナ 357,900 84,076
川崎市体育館 132,988 49,117
幸スポーツセンター 66,997 52,007

高津スポーツセンター 102,097 73,971
麻生スポーツセンター 108,203 70,532
石川記念武道館 16,566 19,490
生涯学習プラザ
フィットネスルーム

1,173

784,751 350,366

団体利用者数には会議室利用も含む

スポーツ施設平成14年度利用状況

図書館名 貸出冊数 蔵書冊数

川崎図書館 492,277 172,438

幸図書館 382,994 171,115

中原図書館 622,131 301,268

高津図書館 410,137 252,625

宮前図書館 708,675 244,400

多摩図書館 673,689 236,763

麻生図書館 690,352 213,570

田島分館 120,260 44,867

大師分館 123,373 51,276

橘分館 155,258 39,858

菅閲覧所 108,846 26,268

4,487,992 1,754,448

博物館利用状況

社会教育要覧（平成15年度）より

社会教育要覧（平成15年度）より

社会教育要覧（平成15年度）より

図書館の利用状況及び蔵書冊数（平成１４年度）

市内ホール一覧
社会教育施設

客席数
教育文化会館 1,961
幸市民館 840
中原市民館 462
高津市民館 700
宮前市民館 910
多摩市民館 906
麻生市民館 1,010
新百合２１ 450

市民局所管

客席数
ミューザ川崎シンフォニーホール 2,000
労働会館（サンピアンかわさき） 762
川崎能楽堂 148
中小企業婦人会館 300
総合自治会館 250
エポック中原 913
川崎市民プラザ 500
生活文化会館（てくのかわさき） 170
すくらむ２１ 887

経済局所管

客席数
産業振興会館 478
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